
  

ヒューライツ・シネマ 

お問い合わせ：宇佐市隣保館  

宇佐市大字上田１０４３番地の１ 

電話・FAX ０９７８－３３－１７０７ 

上映日時：３月２７日(日)10:00～（本編５０分） 
上映場所:隣保館・集会室（2 階） 

 

 
 

 

          

 

     

隣保館では、第４日曜日に人権映画を上映しています。 

※ヒューライツとは、ヒューマンライツ（人権）の事です。 

参加無料 

  外国人妻をもつ農家の主人公の家族の様々な悩みや取り巻く社会の問題点（外国人差

別，子どものいじめ，障害者問題等）について，人の心の痛みを理解することの重要性を訴

え，主人公の家族それぞれの，夢の実現に向けて，努力してゆく家族の姿と社会のあり方を

描いています。   

『夢の箱』 
あらすじ 
ある都市の郊外。12 年前、国際農業交流で来

日したマイラは、その歓迎会で知り合った良治

と結婚し、二人でブドウの栽培を営んでいる。

二人の間には小学５年生になる息子洋夢がい

る。だが、マイラが東南アジア出身という理由

で良治の父に結婚を反対され、以来、良治の両

親とは交流がない。 

 サッカー好きの洋夢は、町の少年サッカーク

ラブに所属しているが、選手達は、チームが勝

てないのを車椅子のコーチ竜野のせいにし、洋

夢自身も竜野に不満を覚えていた。その洋夢

が、母が外国人という理由でいじめにあう。 

 その悔しさを、洋夢は、両親にぶつける。「何

でお母さんは外国人なの、僕は普通じゃないん

だ！」洋夢の言葉は、母マイラの心を深く傷つ

けた。 

 間もなく、いじめのターゲットは、転校生の

愛に向けられるが、洋夢は無関心を装う。 

 


